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⑯ D-egg Cafe 会のお知らせ
D-egg では、施設の 2 階リフレッシュコーナーで
Cafe 会を始めました（＝写真）。
普段、同じ施設でもフロアが違い、なかなか話をする
機会がない入居企業同士が、交流・情報交換する場とし
て開いています。
Cafe 会では、仕事も年齢もさまざまなみなさんが、
仕事の話はもちろん、京田辺のまちづくり・特産品・趣
味・最近はまっていることなどで盛り上がります。また、
海外から来られた技術者も交えて、グローバルな話題を
聞くことができます。商工会など入居者以外の人ともコ
ミュニケーションがとれます。
こうした人と人のつがりが、企業同士の新たな取り引
きを生み出すきっかけになればと期待しています。今後
は、地元企業との交流も深めていきたいと思っています
ので、ぜひ気軽に参加してください。

日時＝毎月第 2・
4 木曜日、午後 1
時～ 2時
D-eggについて、
くわしくはホーム
ペ ー ジ（http://
www.d-egg.jp/）を
ご覧ください。

問 合 せ 先＝▼
産業振興課（☎
6 4 - 1 3 1 9） ▼
D-egg 事務局（☎
68-1378）

▼ 4 月 2 日㈯…ペリカン文書▼
16 日㈯…グレート・ワルツ
いずれも午前 10 時 30 分から。
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児童向けテーマ展示
「はじめの一歩　新しいことにチャレ
ンジしよう！」をテーマに、児童向けの
テーマ展示・貸し出しを行います。

期間＝ 3月 19 日㈯～ 4月 10 日㈰（休
館日を除く）

図書館だより ☎ 65-2500
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重要文化財の澤井家住宅（大住）
などで 3 月 4 日、京田辺市観光協
会による、うさぎのお守りづくりや
玉露の淹れ方教室など、うさぎ年に
ちなんだ体験ツアーが行われまし
た。
JR 大住駅に集合した参加者は、
観光ボランティアガイドの案内で澤

井家住宅に到着。本市出身の小説家・
田辺青蛙さんによるトークで京田辺
に伝わる民話を楽しみました。
また、着物の端切れなどを使った
うさぎのお守りづくりでは、「細か
い作業は難しい」と話しながらも、
夢中で取り組んでいました。

3月 2日、三山木保育所
で、田辺署と綴喜交通安全
協会による交通安全バッグ
の贈呈式が行われました
( ＝写真 )。

新入生などに多い事故防
止のため、交通ルールを確
認してほしいと、3～ 5歳
児にプレゼント。バッグに
は、かわいい動物や横断歩
道を渡るポイントが描かれ
ています。
バッグを受け取った同園
つき組（5歳児）のみんな
は、「渡る前・止まって見
ます・右左」「青信号・進
む前に・右左」と交通安全
宣言をし、4月から通う小
学校で交通ルールを守る約
束をしました。
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